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ともに学ぶこと 共 感と謙虚

■山県教育委員会 生 涯学習 文 化財室

室長 木下

叫今 教 市の成果についてきまざまな柿 rlがあ

るか 11か ら成粕 1切われてきたのが大学のi(ヤ

HⅢ教育てある. ヽい“の市成には公私にわたる大き

な1lJと 喪い11チJを要する 可夕測秩に,tiか 合

格し IA務 にふさわしいヤカと人‖力を向上させ

ることが■ L命題である しかし ‖裳やセミサー

だけでは い かに優秀な学1:たちであっても ↑

,1の七欲を糾すⅢし統けることは雌しい そ こでレ

くのオヤ‖か央官1するのか 「kttllt方式Jと 1町1ま

れる敦市である 秋 ,1のスータ`一′ヽイズのもとに

殺ltが ド毅■をマンツーマンて指導するfX rを

岸RJl[の■なりになぞらえたものだ

「,組 ltは 研 修にの時に共口1しました あ 4■

は教える側が‖びるのですよ.J Stll枚の学校 々

はこうお,し ャつた に 殺1:は ロ ーマのlr撫女

セネカの 「教えることはj忙市の学習Jを 祥雅し

ヤ‖の口を高める. ド殻J"よ“科に質,Jできるた

けでなく H傑 を卜指しともにヤ点サ〔感を体敢的

にウにつけていく 市 い幾市で こ うした半び合

いの場が段けられ 1拭栄をあヤテていることは,卜「

してよい
一方 伊,,中 打段市では 例 えば に赳41Fi大学

II川純数控による 「ヤtr冷いJめ あ`げられる 小

ヤ枚の授業中に 「令ilが速成するJ+1桝 を把げ

とヽにヤふサく感のもとで ,ど もたちはさまざまに

側↓ Ⅲ火する.ⅢⅢl:も九九を党えなかつたrと t

は た人らに 「比えたら使和jだよ  itん 7J′H

i iヵ メ`ャ"Jと 削められPlなく使えてしまう.

山分が川解した内体をた人に分かつてtら うため

精Ⅲ資を細り始めた ,どもなど ↑ tlのヤカとた

人を忠いやるツチかrⅢ上したと1く

また ,ttt t校 には Ⅲ 学校の要市Ⅲで皮Ⅲlll lf

ⅢⅢ=叫ば,1,への歓|1持中に 41従 かIINう鷺んてい

るヤ校がある 7r助 後のli渋■の焼 ては 「教

えることは'想取 Lに推しく 卜 分に'1捕し 分

日

日日

囲目田副

かってもらえた'↓はとてもうイ1しかつた。」「11枚

の授史も受けでなく r分 ならどう伝えるかを考

えて牛切を深あるようになったjJを と 子 応え

とともにヤびの質をFa上させている Ⅲ学をしには

前技JiのFj御明が分かりやすく'ん平だったという

納を命わせて齢席に教え と もに学ネた■への

共感が Flttt lrを市めたといえる

これらの村動で 4fr4は 学宵の日標を示し ■

感的活動となるよう ス ー′ヽ一バイズするとと

ヤびの明を和りⅢヽす役神を択たしている

らなみに |1会 人がともに学ぶ料として 本 味

の,t民カレッジトJIj拠がある.ポ ランティア欺拒

とヤiイメニューを,(央から
一般,卜来する 都 道市

片【では↑| 1ヽ1-の ■Xで ある 「メダカのヤ投J

を解lFし ツ びの|く感があふイ1る耐座からは15

1」mに ウくの人材 N,0や 瓜‖カルチャー さ

らにはi“Ⅲインターネット市民摯なとの卜llrlな

ilttlrflが4!まれ 大 きな成央をあげている こ

のように ,ど もから大人まで ナ【感とともに学

示場はどまざまな(り を41んている

さて ,■ hlⅢⅢ■て  本 を1(表するⅢl市ヤ

イの口ⅢⅢイtl‖ |は 向 Ⅲヤ
ン
トに導かれてJと い

う一kで ,i究のさっかけを述べている.叫 ヤ教n

だった,iさにに4t従の口‖笥にlⅢ体にでさず イコサ1

を削り 以後の研究で1日本文世論|をまとあた

この一kに は ■ 1とに日撫を合わせ よ いに向と

台うはいが濫れている Hn榔 けにとって教キと

はドら嗣〔性に学朝 でもあったといえる

人は挑もが  ツ トのうちに家雄や岐明などてヤ

J教 えている そ うした除も 大 確Jとしての'(感

と碑|ヤな参勢は よ りよく学び伝えるための大ul

な秘,水である ツ 核や字l会を1」わす よ り多くの

人かともにヤネiljtを焼敷することで 一 人一人

の火りけかな1,担や 世 代を超えた社会の雑水と

仲出につながるものと考える

(596)



主俺 (財 )富 山県ひとづくり財団

・の 回め0岬 ω 成"車 ■ lⅢ に 0万Pめ 付)

-15来 にわたつて ふ るさとを受し ふ るさとにおりをもつ子どもの自成を願い
1じ域と出張して「ふるさと掌轡Jに観り組むど枝をま援します 一

助 成 校 実 践 ア マ

荷硫市立上平小学校
1141町イのt靴 々にになれるht助やドネを■るIr功を迎して 切 |いよさを1,
r、■ぃfiてょぅとⅢちrをtrj市ヵに

高岡市立太日小学校 伝えよう 1ヽるさとのじ

高岡市立平米小学校
地収の1然 や|にと 伝 ltセイヒ 0と とかかわることを迎して あ るさとにセ括を

もつ rどこの市Ⅲt

立」4町立立山小学校
地取 (, tの  こ と)とのすかわウ台いを加して す亡状へのあたた力い忠↓や
イえ (「卜1イのよJ)をはくくtr Jlども,)令"虻

魚津市立上中島小学校

地収ク)に山やtイヒを前へたり 伝 統“r'を十る人々と交流したりすることで Jと

Wの よさを|せつい そ のすばらしさをtえ  十 分にて=る ことにlkり格1とうとす

る十ともいヤ,"〔

の 回籾日の
― 小中事=に 「水jに 関する事営や刊田活動を通して 「水Jに 対しての興ETを高め

「水 韓憶Jの 大tDきた記蕊する実らに取り組む争'及 び団“を章擢します ―

毎年 4月 に開催される 「県小 中 校長会Jに て 上 記支援事業の実施要項を母布しています

岡田麗瑠 野彎ユ品製部引ホ

助 成 団 体 括 動 ア マ

氷見市立湖南小学校
まもろう15ち さと和hiい十 !■ tいRhを
―ホタルとシジユⅢ■■m奇を旭して―

会
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環
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児

J!代■市Ⅲ ,卜'ル J)イrむ =ち づく,

斬波市立庄蔵い学校 火町にしよう わ たしたⅢⅢ ドⅢ

射水市立放生津小学校
みつV)よう 1た ち,)くf)しを兜蛇
―クリーンエJヒ 7 +=と ,十 一

射水市立大円小学校 人Ⅲl水H在 |と

宮山市立池多小学校 1,たした'ういビイトーフリ(n刊|

くろへ水 の少年 団 !!“ⅢⅢⅢ■環■を抑nヽる

O第 28□

0裳 22ロ

O第 6回

O第 21回

O筆 58回

O第 4回

平成22年 度後半の展示予定

「特8!支援事級 み んなrraま ってます作品展!

「琶uj県道形叡自作品展J

「アイディアロボツトフェスタ ロ ボツト展j

「窪山県中学校美術展J

「目山大学学生卒業記意を震J

昭 山県版造影敦喬作品展 秀 作醸 展J

1 0月30B～ 11月148

11月20B～ 12同5日

12月11日～ 1月23日

2月 5日 ～2月 20B

2月 26日～3月 4日

3月 12B～4月 10日

5,7



慨岨 『概電・枝車・校酪と教育への期待J屋
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資料果について

ltⅢ呼!11Ⅲl,‖↓」ヤtt  ll・十1l  ⅢⅢl,|11  11,|=|,|lt  i'■ |

ⅢⅢ Ⅲ十Lそ てヽに,‖ を 六十Ⅲし i十1!「イ1にとJ)を い 出■ 十  1

ヽ 十tい■■′1に立;it r(7=■さ よ ["|■と,)て十 ・ ⅢI !|

11古lt ttlⅢ Ⅲ rl■工にlL i年 出してⅢたたく|,[■した■ ,

的■Ⅲ1lⅢ Ⅲ,!Ⅲl ll)にして 1ヽ 1」!1に ‖い!る を■liⅢ Ⅲた

ことをムと'ヒ十にⅢ tt=す た '=t iⅢ ⅢI旅ri`),モⅢ!Ⅲ Ⅲlとに

てい■L “ t」 “キ付●ⅢⅢⅢ二PIしたいt`え てい■'

第1回 「児童。生徒によるものづくり」展

広ャ(r, コrⅢⅢⅢ itjちⅢ勺な的ltiV)ⅢⅢ的1こlkりヽ たているヤit打多く に '■ 的||れが11み出古″1てt=

1 し ,し  セ れを 11によし,`よする),Ⅲ`5,よ せたてした tFたに摯市せな品1とおいて 「もの jく

りもせ|をイれ卜 |[ヤ 1モに'),intヵゃrⅢ止り,)lt"11に を|にけとして は く'(内ifl■1 ,(ltヽ2H‖

'んこととしました '作  ヽ十Ⅲ,t■していH冊していく予定です

「 ヽ
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イタイイタイ病研究の父

身

( 1 9 1 5 1ヽ蜘 )

IヽF“m`旅型アⅢ ('ど “ⅢⅢⅢ姉中町)松 下pは mの

家に生まれた ◆ 材は キl大学 (規 金沢大学に鞠 )

で病'1年を`Ⅲ  l町lⅢ5年 (194,)卒 業後 同 油理

学軟との口「究■となる H年 16月にFL 4大厳 1は和
2rド (1946)使 rHした荻野は 大 十にヽどって村コ

ケの研究を目指そうとしたが ★ 女の 欧 町Itr院J
を縦,た 。
,1文してまもなく 全 4の 'が もちくなって ,

体全体が塩縮し 予 定や腹め漁AFから歩くことしま

まならず 鵜 手や咳をしただけて千や陶の1,か打れ

こという雛航のど者たちに辿担することとな,た

J“ たちは 「桁いlFいJといいながら【"`としていつ

た。このたち萩野病院ではいつしかこのちや気を 「イ
4イ イタイ戒Jと 呼ネよう■なった は 者の大コ!分

は“0才以 卜の投家の 1蛹であったため索Lr‖出を起

こす,が “く 家 族はいtわれた業ヽ (ni‖の類業の

辞いてかかるとされた 浩 りにくい京女)と して||

町に知られるのを尽れ な イをはした

萩野rまはキを地元の機合病院へ紹介したが Ⅲ 碇

な返本VJtllられず ‖ 栄広としては こ れ以 卜打つ

子のない状況であ,た。しかし 費 とをlkぼする魚

にはな″■す Fj確の金沢大学病理学軟■に共同研究

を使板した そ の絡只 8者 のrf艘が■しく怖行さ

れ カ ルツウムの市吸収がjd化して企,の Fが ころ

くなっていることを尖=lモめた

昭和30■ (1055)8H ttmに 「イタイイタイ病J
が大きく親しられた こ41により 「イタイイタイ相J

ま全国的に知られ 大 学の車い1家が萩野とrl力|,な

共同研究を行うようになった し かし 数 年にわた

る研究でも 栄 養本R 過 り, ゼ タミン不■ |四

不足以外に原日となるこのが見つからなかつた し

かし 双 野はこの括果に納得できなかつた
一方 萩 FIの研究tま 自 分のた名行洛に利用した

めてはないかと沼,れ  綴 々な脅適t受 けた そ れ

ても 研 究を締めなかった。昭和32年 (1967)「イ

タイイタ″病J鉱 ヨ税を発表し注日を褒めた

ての後 小 林純聞山女学技挺や吉岡金市凛学付士

うとの共同研究により 三 井金憶神的」L共所の魔水

中のカトミウムによる`軟 イヒ抗と断定した 政 府も

これを認め 公 常病と芝定した 萩 野など者のお療
にあたるとともに 国 全や 「イタイイタイ病J裁 判

では 広師の主均から建者の普市の実なを証=した

イタイイタイ続a者 の治様に献,的 にヽくし な

者から語われ 軟々の賞こ受けた 平 成2年 (10的)
6"多 くの人にTRしまれつつ病花 享年71才であつ

た

専門轟員 松 本  淳

“打n:ィャ"担 市(■2Ⅲ ■lⅢ lい 所Ⅲ Onぃけts“ け

にしたA〔Ⅲ!は1,すか0つ 破 ■o川 0ケ OⅢ:「 い■五日

の扶セJ( 公 さIの おそ)と いうち"!な交さと い つに

拙んでは「“ⅢⅢ LJのkすtを1,よとした 人″ⅢⅢのな
細である

大夕〕Ⅲことそ本輌水印Ⅲ■ "治 10年 (嘔77)3"151に

本印を■つセAよ リタ"と して 印 “卸!トイ1付 (現 lF

ⅢⅢⅢⅢ“)に■まれた ヽちntの“力でflむ申次■のⅢⅢ

Ⅲl!套てとすにけした tl■201:03H120イ のは,“

Iの とさ す Ⅲすエイ)たイト‖と帆力がMW“ となつた こ

の中を耳にしたた打H[ljが大Ⅲを前めたが ■ ″Jが 中ヽに

したとA女 て ま い ,常 えのない断取 ,マ あり な 人に

も■tt断 られた 前 じさllなか,た 々瀬出力に 転 "

把It(Ⅲ ⅢヤlH幻'や 内既従■ (内,大 臣)さ らによ,I

‖ヤヽ (““ いヽⅢ)ら と町′′を4巾 した そ の村穴 り

お 2■(■■)■HH詢̀H【と人Ⅲした 四 F者 は 'い[α)「立

ⅢⅢにちなみ ま た 「1コ,Ⅲ (0た ちやま)Jに 迪llとい

う印いをさいて 枚Ⅲ遺町1こより「大刀ⅢⅢと命名=れ た

本Xttrの 人いて ,の 人,と い科市を続けていた水

力Ⅲてあ 〕ため` 巡 栄で“のように|はえたⅢⅢlA大 町と

打成し ,りいたての公,引ゆ セ人れたところ “ 子がすつ

Лせんた こ のじイ1カ【太力」を“奈t tFめ させ ト ケあ

ら体む硝|!iま し た分た'■ つていつたのである

予4れ た天分打tllわっていら末フj山であを 打 ち込じ

ぼ出i!は1干い 1町古||,(lH13)5月  “ 下イサ,付|し

切 卜“で,防  “ ドヽ亜“|(19D3)1ア 1 大 hl VT Ⅲ Ⅲ

サ】Ⅲて初に1, 切泊18■(1的5)5, い 村を河HU越
して側加にイ辿 J3卜 42■ (1909)0" 大 凹,こ'■

大町■道には14Wを 」しているが こ れは■niの折|,

がIPHWて あり Hヤ が出まつていまれていたたちであ

る こ のⅢ Ⅲ市401■(1107)S月 破期i佐 ⅢⅢこ初瞬刊

もよや敵なしとなつた

阿古“4■ てい■)|力  第 2211村期に,進 した こ の

ヤ19"1 か ら31■田 “ ■市FI tt印社IJttr貿 ょ大“

拒の喫“子が行われ 新 ll門上“入りを'電 し 枚 綿に期

を師った 【 力ⅢはIrtt wて2 Rtしたが そ の後引迎=

では3Щ (43型防後のいク市四 面砲防その航木Ⅲ殴

六Ⅲ!6年 1月の大町戦)し かしていない 塔 栞的こ火軒

性がよ後の出張となり 翌 年1, 41才 で,退 し 'キ

4円 を理名 後 進の■尊にあたるこまもなく廃崇 昭 和

16■(104)“ Ⅲ3日 逝 去 事 ■ロイてあつた 4宝

近く172古ド寺にはる

■4 8Ⅲ 市立呉ll小イF4に「大刀山道増Jと いう相

隠いがある 町 “" 年ヽ (1引め rt大刀山g,の 宮“てIlt

てられた「打は煎Jがおまりたが 一時取り鹿された後に

大刀Ⅲの直依の“Ⅲにより 町 細"'(10m)に 再せさ

れたこのである 相 張の痛んと呉羽のulこは ,も 析イ

と太刀Ⅲの思いが市れているのである

専門委員 平 野  強

●町
に務

突っ張りで無双を諸った名横綱

た ■  ■ エ  ユ ヽ  ヽし た

太刀Ⅲ「 樺 右術円

(lW～ 1941)

(0(X))



日本的なモダニズムを開花させた
建築家
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ユーモア小読の直木由作景

源氏 鶏 太 (1912～1弱 〕

Lr」‖i本町に生まれる 貧 は家電来配R業 を

llむ i町晰 栄市確へ進学し 411■欧から“け作
に熱Ⅲ、昭和51:令 Ft会liに入1:し 助めの,
ら寸破を付しんて力、3をを執小し |“和0年 「tl
いイt攻選手Jが紳角斬Wュ ーモア小演の第一け
に人避 そのビから「湖氏期太Jの本ンネームを

ljつていた そ の後 す らの体験をとに サ ラ
リーマンの古=笑 い人11をjIかくlfいた作ⅢⅢを

どさ親け サ ラリーマン小配という新分lrを,H
llした。1“1附 4短 細 「英f笛帰さんJ奇によう

に本拭受蚊 昭和311:会 ltを旭喰し 作家―筋
に歩み 妖1,1、■ともいえる新分野を開いた

人の生きざまを演じた畏色の演接派表tE

左  幸 子 ●蜘 ～2Xl)

町和5年 物流やkイヒの変片京としてはわい

漱劇 之 府の上瓶もhLんだった朝」Ⅲr泊に■ま
れる。昭町2211 市核年央後 上 京。大学を年

末し体行 =喪 の知布になったものの 2イF後
に退職し “|にどで山劇を学び崎めた 昭 和27

年 「オき,のあやまちJ昭 和301'「女中っ子J
で1:Mに′ヽイタリティあふれる況支は高い消nS
を受け ,キ 子の名"|を高めた 羽 仁迪嫌郁 彼

女と彼Jで は L本 人として初めてのペルリン

コ除取口|な女躍4Aを確得した ま た テ レビド

ラマにも活期の増を広げ じ 殺役の好激じよく

角られた

シュ,レレアリスムをコが求めた

時人 集寄Fla宗

穂日 移 造 (1903 1ヽ●79)

に近は i“山市終コ1こ【Miの長,と して11ま
れる h純は広いFの道に進むことをWヤキしたが

終を柿いたり 文 字■やli今の十i希に興味をホ
す少11であつた 捜 雄張塾大学で西協加■郎致

鞭との付1会いから そ タニズム市の運動やシュ
ルレアリスムのど的を負り 費夕材を受fすた そ
の後 “やrHを発表したり 崩 よなどを通して

市価芸4F逆助の加子として次第にその名が年十う
れるようになった 4rt後は 広 汎など術批ヤ活

動を行うとともに 現 イt去“のた収に指中的於
lTを来たした ま た に らもi↓人 よ 柿1:家と

して 日 本文ni■に大=な 足跡をなした

Ⅲ帥 ～1宝0)

古mttRIは wj治 2,■ (る0イ)S"13日  は 波師
縞野mr(現  市 航市)そ  薫 極葉 卸 値nを とむJ
品索の="と して生まれた '四 品等牛法を経て
大E41:(05)む 楽年を日指し宝京帝国大学へ進
んた。大止S″「(10い)当 時の逝信“料理け宮縛線
に大行 時 代の気観てあった迎倍tl奈に崩わり 日
本の近代イヒのItれの中て 材 * やヽ袖造 同 的におっ
た理央て合理的な線や設i卜を生み “した。この年
■ロオ校と林もし吉同姓をそITEる 以 後 一 1中は紺
核をないミ上することとなるこのの 加 外建茶から
H本 の伝縦 tt飛までを研究した。そして ラ くの迎
rlll案を通して日本的な姓案を追い統けるとともに
縄れた後球を確H4した

吉Eせ 案の初期は 北 ドイツや北欧はの壇ぺに影
類を受けながらも控むべさ独自の方向を枚索してい
た。当時 ヨーロッタ`では過剰な芝miを確し 台PH的

礎rt的な様式の41襲や設:|をlR向するモケニズム迎
動が大きな勧どを比せていた F“和 6年 (93),〕
欧米lt家では の ちに日本に亡命し ,本 のは統処
英にモタニズムに迎しる伍値を電出したブルーノ
タツトとの出1会いがあり 来 日したタウトをlL離付
などに探内したのは トイツ‖が,tFtたったrrぃたっ
た 取 化 ll案の方向tFを寛出した吉口連茶は全盛
川を迎える
■I扶 印!のイ(喪作は ,161● (193)に なてら
れた求IⅢⅢ央邸2局 (Ili一部保F改英中)である
技飾が少なく昨えめな自の外殿 Hと 来てないとこ
ろはヽて典のなというヽ時惨しいンンブルで大胆な
設古であった そ れは ヨ ーロッ本のモタニズム姓
襲の彰額を受,な がらも 快 倣ではないFI本的なも
のを表現した使 llのA11 ■ヽ襲として,田障的にも部師
されている ま た 昭 和12■ (1937)の木進21町延
て,増 はる田 (現 娘 市lR判所受1イ公rJ)は  ョ本
イ1宅の4T徴を備えた住宅設ilの代表作として モ タ
ニズム迎動の中Sと して活動したドイツ■作迎冊の
機Pl荘1こと紹介されている
近1くな英の率材である筑やヨンクリートを川いな
がらも 窓 などの"J「ヨを大きく駅る白やアースカ
ラーのを効 瑞 Fて lhましくIL味な木也速襲 飾 り
女のない氏而日てvt実な人柄を宏すi■■は 内 tlの

速英に迎しつつ 「油らわせJを H本 的なこののⅢふ
におくなIIならではのものであった その相はにま
ふるどとのuliが枝たゎってぃるのかも姉れない

昭和1911(OⅢ)逓 ■作週恥後,ま  本 大学で後
進の青成にヽたり JHど練行新清支店などをffIけ
るなど生海をに本速英界t/fげ 1■1昭8■ (95か
にはHオ速英学会■を受なした
F輛●1年 (1956)「Π水中に平,1な理勅をいっぱい
44てたよJと より 02″の上になIJした

再門毒員 宮崎  崎
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小学校63被 中 学校3校 より2,7占の応募があり 全 作品を

廟較し展示しました。
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カラフルビーマン (2■ )

今4コとの■ねヽ‖を:ポスターか 新 しまし

た は!(t,「,inirの 「村=に よるこのです

,(前イのみなさんに大,す十「 件 品収の曜ホ

内各もそれにふさわしいものになるよう●

火を加えて行=た いと志女t込んでいます

たくさんの方々θ)】て聞1を口“|します

うにわ0モ (1■ ) ヨリ]に わよくりぃ,(2■ |

わすみを′`シ (3■ |

再としt,■  4■ , おし,れ なⅢミヤワJ(4■

垣りヽ□ 15,| クローム 9t2■ lC■ ) ちょうないつ“い (6年 )
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